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１ 会議の概要                         

・ 名 称：持続発展教育（ＥＳＤ）に関するユネスコ世界会議 

・ 開催時期：2014 年 11 月 10 日～12 日 

     ※11 月 13 日には、日本国内の関係者によるフォローアップ会合が開催 

・ 会 場：名古屋国際会議場（予定） 

・ 主 催：国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）、日本政府 

・ 参加規模：各国政府関係者など招待者 1,000 人規模 

※2012 年 10 月現在、ユネスコ加盟国は 195 カ国。この他に、ステークホルダー等が参加予定 

・ 内 容：「国連ＥＳＤの 10 年」の活動を振り返るとともに、2014 年以降の 

    方策を議論する場 

・ 形 式：閣僚級会合、全体会合、分科会など 

※この他に岡山市では、各種ステークホルダー（国連機関、研究者、学校関係者、民間企業、NPO など）会合を開催予定 

 

 

２ 会議開催の経緯                       

 

２００２年 

 (平成 14 年) 

・ 持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サ

ミット）において、日本政府が「ＥＳＤの 10 年」を提案 

・ 第 57 回国連総会において、「国連ＥＳＤの 10 年」を決議 

２００５年 

（平成 17年） 

・ 「国連ＥＳＤの 10 年（2005 年～2014 年）」が始まる 

≪愛知万博が開催≫

２００９年 

(平成 21 年) 

・ 「国連ＥＳＤの 10 年」世界会議（中間年会合）がドイツ・

ボンで開催 

・ 第 35 回ユネスコ総会において、最終年会合を日本で開催す

ることを決議 

２０１０年 

（平成 22年） 
≪生物多様性条約第 10 回締約国会議（ＣＯＰ１０）が開催≫

２０１１年 

（平成 23年） 

・ 閣僚級会合及び全体の取りまとめ会合の愛知・名古屋での開

催が決定 

 

 

 

 

３ ＥＳＤとは                         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 推進体制                           

(１) ＥＳＤユネスコ世界会議あいち・なごや支援実行委員会 

設立時期：平成２４年５月２５日 
設立目的：ＥＳＤユネスコ世界会議の開催支援、ＥＳＤ普及啓発、取組促進 
会 長：愛知県知事 
会長代行：名古屋市長 
副 会 長：名古屋商工会議所会頭、中部経済連合会会長 
委 員：愛知学長懇話会代表幹事、中部ＥＳＤ拠点代表、 

内閣官房内閣審議官、外務省地球規模課題審議官、 
文部科学省国際統括官、環境省総合環境政策局長、 
愛知県市長会会長、愛知県町村会会長、愛知県教育委員会教育長、 
名古屋市教育委員会教育長、愛知県副知事、名古屋市副市長、 
名古屋商工会議所専務理事、中部経済連合会専務理事 

(２) 愛知県ＥＳＤユネスコ世界会議支援本部 
構成：知事（本部長）、４副知事、関係部局長１８名 

(３) ＥＳＤユネスコ世界会議支援市町村連絡会議 
構成：県内全市町村の課長級 

持続発展教育（ＥＳＤ）に関するユネスコ世界会議について 

 ＥＳＤとは、持続可能な開発のため

の教育（Education for Sustainable 
Development）の略語で、環境、貧困、

人権、平和、開発といった、現代社会

の様々な課題を身近なところから取り

組むことにより、それらの課題の解決

につながる新たな価値観や行動を生み

出すこと、そして、それにより持続可

能な社会を創造していくことを目指す

学習や活動を指します。※ 
ＥＳＤの概念図 ※ 

 関連する様々な分野を“持続可能な社会の構築”の  
観点からつなげ、総合的に取組むことが必要です。  

※ 出典：「ユネスコスクールと持続発展教育」（日本ユネスコ国内委員会） 
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５ ＥＳＤユネスコ世界会議成功に向けた取組                    

(１) 会議支援・おもてなし 
安全・安心で円滑な会議運営と快適な滞在をサポートし、国内外からの参加

者におもてなしの気持ちをもって接することで、会議の成功に寄与します。 

(２) 魅力発信 
世界的なモノづくりの地であり、歴史、文化と豊かな自然にも恵まれたサス

ティナブルなあいち・なごやの魅力を世界に向けて発信します。 

(３) ＥＳＤ普及啓発 
キャッチフレーズやロゴマークを活用した情報発信、啓発イベントの開催等

により、ＥＳＤに対する理解の浸透と、開催機運を盛り上げてまいります。 

(４) ＥＳＤ取組促進 
様々な機関と連携し、ＥＳＤの根付いた地域づくりを推進します。 
平和や文化の普及などユネスコ憲章に示された理念を学校現場で実践するユ

ネスコスクールを、２０１４年までに５０校以上に増やす取組を進めてまいり

ます。 
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開催支援計画

の策定 

国、ユネスコ、共同開催地との連絡・調整   

 
 
会議支援態

勢の構築 
・警備協力 
・救急対応 
・交通支援 
・宿泊予約支援

・ボランティア

・地元情報の提

供等 

  

 

 
会議支援準備 

地元関係機関等との連絡・調整 

 ウェブサイトによる情報発信 

地元ロゴマーク・キャッチフレーズによる普及啓発 

あいち・なごやパートナーシップ事業による取組促進 

県内市町村等との連携による地域での普及啓発・取組促進 

２年前記念ｲﾍﾞﾝﾄ 
 ・名古屋市内 
 ・尾張地区 
 ・三河地区 

 
1年前記念ｲﾍﾞﾝﾄ 

 
半年前記念ｲﾍﾞﾝﾄ
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ユネスコスクールへの登録促進（目標５０校） 

＜キャッチフレーズ＞ 

 未来を創
つく

るわたしを育
はぐく

むＥＳＤ 

＜ロゴマーク＞ 

デザインコンセプト 
「つながり、ひろがり、開花する、ESD Flower。」 

ESD をきっかけに、環境・開発・人権など様々な社会的課題を

めぐる教育や、この地域の一人ひとりの思いや取り組みがつなが

っていく、というコンセプトを、’ε’をなぞらえた１本の線で表す

とともに、この花びら全体を'Ｅ'、'Ｓ'、'Ｄ'の隠し文字で描か

れています。 
4 枚の花びらは、「気づく」「知る」「行動する」「広げる」という

ESD のステップを表すとともに、花びらの中の暖色系のカラーは、

ESD にかけるあいち・なごやの熱い思いと、ESD の成果が様々な

分野で開花していく様子を表現しています。 

＜パートナーシップ事業の募集＞ 

支援実行委員会と連携しながら、ＥＳＤの取組や普及啓発、ＥＳＤユネスコ世界会議の

ＰＲなどを行うことにより、ＥＳＤユネスコ世界会議の開催機運を盛り上げを図る事業・

イベント等を募集しています。 
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